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　本研究の目的は，運動部活動の顧問教員は，計画され
た運動部活動の地域移行施策を目前に控える中で，役割
意識や指導観にどのような影響を及ぼしていくのか，そ
のプロセスを明らかにすることである。そこで，運動
部活動の顧問教員12名を対象として，半構造化インタ
ビューを実施した。得られたデータは修正版グラウン
デッド・セオリー・アプローチにより分析をした。
　分析の結果， 顧問教員の指導観は＜初任期から中堅期
にかけて変遷した指導観＞の過程で【時代背景による部
活指導のあり方の変化】に対応し【社会的相互作用を大
切にした指導観への転換】を実践し，【礼儀を大切にし
ていってほしいという運動部活動への願い】を醸成して
いた。これから始まる地域移行施策に対して，その移行
期の開始が目前に迫る中で，＜教育価値の喪失＞＜実行
への懸念＞＜働き方改革への期待＞といったパラドキシ
カルな認識の揺らぎから《地域移行施策に対する認識》

が形成されていた。顧問教員は，この認識によって＜指
導観の探索行動＞が促され，【教員としてブレない指導
観の再認識】【運動部活動は子どもの為のものである事
の再認識】【思い描く地域移行後の指導方針】【地域間連
携の必要感】の概念が導かれた。
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